
守口市中学校コラボ給食開発プロジェクト

大阪国際大学短期大学部栄養学科2年次生が、守口市教育委員会や給食会社（株式会社万福）とコラボレー
ションして中学校給食のレシピ開発に挑戦し、同教育委員会に4食のオリジナルレシピが採用されました。
レシピ4食は2月の4日間で約2,000食が守口市内の全中学校（7校）へ提供されました。
本プロジェクトは守口市教育委員会と包括連携協定を結ぶ大阪国際学園との連携活動で、2024年度で8年目

になります。



夏休み

2024年度 取り組みスケジュール

各自で献立案を作成

献立案の検討・試作
班で話し合い

献立案の再検討・試作
班で話し合い

教育委員会・給食業者との調整

献立決定・献立だより作成

給食提供

９月

11月

2月

＜給食提供日＞
2025年2月5日（水）・６日（木）

2025年2月12日（水）・13日（木）







中学生との懇談 中学生と一緒に給食を食べながら懇談をしました。

校長先生との懇談 光宮校長先生と学生の取り組みについて懇談をしました。

守口市教育委員会の方からもコメントをいただきました。



・自分で考えた献立を美味しいと言って食べてもらえてとても嬉しかったです。とくに油淋鶏の評判が良かった
です。運動してる生徒はおかずの量が少ないことや、野菜が苦手と言っていた生徒がいたので、栄養士として現
場に出た際に食べる人に寄り添った献立を立てれるようになりたいと改めて思いました。

・献立は、栄養価、おいしさ、見た目、作りやすさ、ボリュームなどを考え、セミナー生のいろいろな案を取り
入れて作成しました。自分達で考えた献立を中学校に提供するとなった時、様々なコメントをいただき、自分達
が作成した献立の課題点が知れたので良かったです。
献立作成は難しかったですが、生徒が「美味しい」と言ってくれたので達成感がありました。

・自分が考えた献立を、直接中学生から感想を聞けるとても良い機会で良かったです。好き嫌いなく完食してく
れていたので考えて良かったなと思いました。今回参加して分かったことは、中学生が食べたいものがだいたい
は予算オーバーになりそうなものや栄養が明らかに偏るものなど難しいリクエストが多かったです。
野菜が苦手な子にどんなレシピだと食べてもらえるのかなど、改めて「献立作成は難しいな」と思いました。

中学校給食の取り組み全体を通しての学生の感想

【教員のコメント】
中学校とのコラボ給食開発プロジェクトは、セミナー活動の一環として実施されて
います。学生にとって、実践的なスキルを身につける貴重な機会となっています。
参加した学生は、話し合いや試作、献立の改善などに多くの時間をかけ、熱心に取
り組んでいました。献立が完成した際には、大きな達成感を得られたようです。こ
の経験は、今後の学校生活や、栄養士として現場に出た際の大きな糧になると感じ
ました。時間と労力を要するプロジェクトではありますが、本学・学科における良
き学びの伝統として受け継がれていくことを願っています。
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